様式第一（第一条の三、第十条、第十六条の六関係）

借 地 権 申 告 書
令和　年　月　日

	 eq \o\ad(借地権者,　　　　　　　　　　　　　)
	住　所
	

	
	氏　名
	

	借地権を有する者からさらに

借地権の設定を受けた場合に

あっては、その設定者
	住　所
	

	
	氏　名
	

	 eq \o\ad(土地所有者,　　　　　　　　　　　　　)
	住　所
	

	
	氏　名
	


江戸川区長　斉藤　猛　殿

次表の土地について下記の借地権を有することを申告します。

	　年　　月　　日　登記簿登記事項

	所在及び地番
	地目
	地積
	所有者の住所及び氏名

	
	
	　　　
	


記
１ 借地権の種類　　

２ 借地権の内容

　イ 目的となっている宅地の面積　
　ロ 存続期間　　
　ハ 地代　　　　
３ 添付書類
　イ 借地権申告書に署名した者の本人確認書類
運転免許証、個人番号カード、旅券（パスポート）の写し等（法人は、印鑑登録証明書等。）のいずれか1点で、署名した者の氏名及び現住所が確認できるもの
　ロ 借地権が宅地の一部を目的としている場合においては、その部分の位置を明らかに

　　 する見取図（方位を記載すること。）
　ハ　以下に記載する備考の１に該当する場合、借地権を証する書面※
　　　借地の契約書、毎月の地代の領収書等の写し等
※区が借地権を証するに足りないと判断した場合、追加で別途書面を提出いただく場合があります。
備考

１　土地所有者（借地権を有する者からさらに借地権の設定を受けた場合にあっては、その設定者及びその土地所有者）が連署せず、借地権を証する書面を添えて申告する場合においては、「土地所有者」（借地権を有する者からさらに借地権の設定を受けた場合にあっては、「借地権を有する者からさらに借地権の設定を受けた場合にあっては、その設定者」及び「土地所有者」）欄は、記載しないこと。

２　土地所有者から借地権の設定を受けた場合にあっては、「借地権を有する者からさらに借地権の設定を受けた場合にあっては、その設定者」欄は、記載しないこと。

３　法人の場合においては、「住所」欄にはその法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄にはその法人の名称を、「所有者の住所及び氏名」欄には土地所有者である法人の主たる事務所の所在地及び名称を記載すること。

４　施行地区となるべき区域内の特定仮換地に対応する従前の宅地に存する借地権を申告するときは、「所在及び地番」欄には当該借地権の存する宅地についての特定仮換地の番号及び特定仮換地が指定されている旨を、「地積」欄には当該借地権の存する宅地についての特定仮換地の地積を、「目的となっている宅地の面積」には仮に当該借地権の目的となっている特定仮換地の面積を付記すること。

組合設立発起人に情報を提供する旨の同意書
令和　年　月　日

	 eq \o\ad(借地権者,　　　　　　　　　　　　　)
	住　所
	

	
	氏　名
	

	借地権を有する者からさらに

借地権の設定を受けた場合に

あっては、その設定者
	住　所
	

	
	氏　名
	

	 eq \o\ad(土地所有者,　　　　　　　　　　　　　)
	住　所
	

	
	氏　名
	


江戸川区長　斉藤　猛　殿
都市再開発法第１５条第２項において準用する同法第７条の３第３項の規定による借地権申告書及び同申告書付属資料に関する情報（個人情報を含む。）を船堀四丁目地区市街地再開発組合設立発起人に提供することについて同意します。

